










（ 続紙 １ ）                             























































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は、地震災害が多いインドネシアにおいて歴史記述を用いて地震観測記録の復
元を行い、復元したデータを用いて各地における地震動の発生間隔の周期解析を行った
ものである。インドネシアでは2000年以降複数回大地震に見舞われており、地震災害へ
の対策が課題となっている。ただしインドネシアにおいて地震動の観測体制が整備され
たのが1960年代以降であり、長期的な解析にはデータ期間が不十分であった。そこでオ
ランダ東インド会社進出期やオランダ植民地期、日本軍政期、インドネシア独立後に相
当する1500年から1960年に着目し、地震動データが十分に存在しない期間において、公
開されたデータベースとオランダ語で記述された史料から地震動の復元を試みた点にお
いて、本論文は傑出した特徴をもつ。 
 本論文の学術的意義は以下の四点に要約することができる。 
 第一に、統治機構の異なるオランダ東インド会社進出期、オランダ植民地期、日本軍
政期、インドネシア独立後にまたがる1500年から1960年の地震動のデータを、網羅的に
整理した点である。長期間のオランダ語文献を解析し、データベース化が行われた1900
年から1938年までのデータを併用することで、両者を比較・検証している。年代をさか
のぼるほどデータベースの元データは曖昧であるために、同時代の記述による検証は重
要な意味を持つ。 
 第二に、ロッシ・フォレル震度階（以下R-F震度）が導入された1921年から1938年に
着目し、地震動の被害を説明する表現とR-F震度の関連性を示したことである。R-F震度
が計測震度ではなく体感震度であることに着目し、史料記述と地震動の間の関連性を解
析した。その結果、「破壊的な」「すさまじい」「小さい」などの16種類の表現に関し
ては十分な対応が見られることを示した。このように記述による地震動情報から推定R-
F震度へと変換したことで、被害の大きい地震動の周期解析を行うことが可能となっ
た。 
 第三に、1500年から1938年の史料に登場した全91種のオランダ語表現を整理したこと
である。比較しやすい表現だけでなく、「島全体が激しく揺れた」「大砲のような」と
いった表現や、「広範囲」「長引く」などの強さよりも地震動のタイプを表すような表
現に関しても解析を行っている。これらの表現と震度との対応性は高くないが、震度以
外の情報を含んでおり、地震発生当時の状況を理解する重要な情報であることを示して
いる。さらに1921年のR-F震度導入により、数値を記述することで地域の被害状況を示
すことが可能となり、一方では表現による記述が減少したことを示している。 
 第四に、史料記述から復元した推定R-F震度と、マグニチュードおよび震度で記録さ
れたデータベースの地震動を合算して長期的な解析を行った。ジャワ島においては、
1500年から1620年を除いて50年間に一度は推定R-F震度7以上の地震動が発生しているこ
  
とを示した。マルク諸島においても推定R-F震度7の発生が1回だけであった1674年から
1845年を除くと、50年間に一度は推定R-F震度7以上の地震動が発生していることを示し
た。地震動の周期解析は重要な情報であり、推定の精度を上げることで現実の防災対策
にも活用されることが見込まれる。  
 本論文で示された研究成果は、インドネシアの地震学における学術的な貢献だけでな
く、当時の地域社会や地域住民の災害に対する対応の理解にもつながることから、地域
社会における災害研究に大きく寄与するものである。 
よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成29年2月16日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と
認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
